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宮村新一:堀 輝三先生のご逝去を悼む

筑波大学名誉教授堀輝三先生は，平成 18年2月24日

に多臓器不全のため，茨城県つくば市においてご逝去された。

享年 67歳でした。実は， 亡 くなる 1週間前に先生のご自宅

でお会いしたばかりであり ，あまりにも突然のことでした。

先生は，昭和 13年 10月29日，北海道に生まれ， 11百和 37

年3月，東京教育大学理学部生物学科を卒業後，同大学大学

院理学研究科に入学，同 42年 3月に理学博士の学位を取得

しました。日百和 42年4月に日本学術振興会奨励研究員とな

り，東邦大学理学部講師助教授を経て，同大学教授となりま

した。昭和 53年 3月，同大学退職後，同 53年4月，筑波

大学生物科学系助教授，昭和 62年 7月筑波大学生物科学系

教授になりました。平成 14年 3月，定年により退職，筑波

大学における顕著な功績により同年同月，筑波大学名誉教授

の称号を授与されました。この間，筑波大学生物科学:系長，

同大学評議員を務め，藻類学会においては， EI本藻類学会会

長，「藻類」編集委員長，評議員などを務められました。退

職後は，ご自宅に銀杏科学研究舎をつくり，亡くなる直前ま

で“イチョウ"の研究を続けられました。 ~iII先生が退職後，

研究を統けられたのは寵類ではなく陸上植物の“イチョウ"

だったのです。

今から 20年ほど前，夜、がはじめて痢先生にお会い したと

き，明先生は般かに藻類の研究者でした。そのころ，先生は

細胞の構造の中に進化の足跡を辿るという視点、から，緑藻や

褐藻のピレノイドの構造 と多様性に関する研究，プラシノ

蕗綱，アオサ説綱などの緑色謀類やハプ 卜部などの創1I胞分

裂 ・核分裂 ・創n胞質分裂機構の多様性に閲する研究，遊泳紺l

胞の鞭毛装置梢造に関する研究などを電子顕微鏡技術をi駆

使して解析しておられました。学会などで伴見した先生の

電子顕微鏡写真のスライ ドは非常に美 しく 多くの人を魅了す

るものでした。そのような電子顕微鏡技術を用いて，調H胞分

裂様式や鞭毛装置構造の遣いが栂物の進化系統を反映してい

ることを明らかにしてきました。なかでもデンマークのコペ

ンハーゲン大学の Moestrupさんと共同で行ったプラシノ誌

Pyramimonas octopusの鞭毛複製の順番に基づいた鞭毛のナ

ンバリングの研究は，藻類を含めた真核植物の細胞学の基礎

をなすものと思われます。

そんなこともあって，私が筑波大の椀先生の研究室に準研

究員として就職したときには，当然，藻類の研究をするもの

と思っていました。 ところが， 2月に筑波に行き， しばらく

はオオハネモ Sryopsismaximaの配偶子などを観察してい

たのですが， 4月になり少しi暖かくなった頃，「そろそろイ

チョウの花が|咲くので一緒に見にいかないか」とおっしゃる

のです。イチョウは裸子植物ですが鞭毛をもった精子をつく

ることもあって，先生は藻類の鞭毛装置の研究の延長として

イチョウの精子の電子顕微鏡観察をなさっておりました。 し

かし，イチョウが精子をつくるのは秋のはずです。そのとき

は堀先生が運転する車に同乗してつくば、市近郊のイチョウの

木を見て歩き雌花をつけている雌の木か雌花をつけている雌

の木かを確認してまわりました。先生がおっしゃるには，こ

こ何年かつくば市周辺のどこに雌と雌のイチョウの木がある

のかを調べており，もうかなり分かつてきたとのことでした。

その時は，精子の観察をするのは秋なのにずいぶん早々と準

備をするものだと思ったのですが，この先生の用意周到な準

備の意味するところは秋になるとよく分かりました。

イチョウ の精子は平瀬作五郎先生が世界で初めて発見した

こともあり非常に有名なのですが，この精子を観察するのは
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そう簡単ではありません。それは， 1本のイチョウの木につ

いてみれば，精子が観察できるのが I年のうちの数日間に限

られるからです。ここ筑波では 8月の末から 9月の中旬にか

けてイチョウの精子が観察できるのですが，その年の気候に

よって観察できる日は変わってしまいます。これでは確かに

春から準備してギンナンをつけそうな雌木がどこにあるか探

しておかないと観察に間に合いません。そのころになると先

生は筑波大学周辺のイチョウの木からギンナンを大きなバケ

ツいっぱい取ってきて，精子を見つけるために朝から晩まで

顕微鏡で観察するのです。当然，私も先生と一緒に観察した

のですが，なかなか精子は観察できませんでした。早い時期

には精子形成前の花粉管が多く，後になると精子を放出した

抜け殻の花粉管が多くなります。従って，ギンナンを切断し

て観察し花粉管の発達状態をノートに記録するという作業を

延々と繰り返し精子が放出されるタイミングを探ることにな

ります。そして，運良く精子が見つかったらビデオ撮影した

り電顕用に固定するのです。これを毎日繰り返すのですが，

朝からはじめて夜の 12時くらいまで続くとさすがに疲れて

きて，もうおしまいにしたくなります。ところが堀先生はバ

ケツにいっぱいあったギンナンがなくなるまではなかなかや

めないのですね。そんなときは，私の方が先に参ってしまっ

たような記憶があります。イチョウの精子の観察は秋になる

と毎年繰り返され堀研究室の年中行事のようになっていきま

した。

このようなことが続き，先生はイチョウの研究に集中し多

くの時間を割くようになっていきました。最初はイチョウの

精子の研究だったのですが，だんだんとイチョウが日本に伝

わった歴史などイチョウ全般に研究対象が広がり「イチョウ

学」ともいうべきものになっていきました。それに伴い，藻

類について研究する時間は減っていったのですが，この間，

藻類を忘れたわけではなしそれまで様々な文献の中に散在

していた藻類の生活史に関する知見をまとめた「藻類の生活

史集成J全 3巻を編集しております。

その後，堀先生のイチョウ・ソテツの精子に関する研究は，

東京シネマ新社の岡田社長，谷口さん，鈴木さん達の協力を

得て「種子の中の海」という科学映画として「第 41回科学

技術映像祭科学技術長官賞，第 21回UNICJA国際科学映像

ビエンナーレ最優秀学術映像賞，第 11回TEPIAハイテク

ビデオ・コンクールTEPIAグランプリ，第 32回ロシュド

国際映画祭教育・記録部門「銀の本」賞」を受賞することに

なります。

このように堀先生はお亡くなりになる直前までイチョウの

研究に没頭され，藻類に戻ることはなかったのですが，それ

もまた先生らしいことかもしれません。研究対象は藻類から

イチョウへと変わったかもしれませんが，研究に対する情熱

としつこさ轍密さはいつまでも変わることがなかったからで

す。

最後に先生の研究業績を紹介し，心からご冥福をお祈りい

たします。
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